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八
月
十
九
日
が
弟
子
屈
神
社

の
例
大
祭
と
な
り
、
関
係
者
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
日

程
を
先
の
通
り
と
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇

ふ
る
さ
と
歴
史
館

勉
強
会

講
師写

真
家

山
本

光
一
氏

演
題

未

定

氏
は
、
弟
子
屈
町
に
在
住
し

て
活
動
し
て
い
る
自
然
写
真
家

で
、
野
鳥
の
生
態
を
主
に
活
写

さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の
動
植

物
の
こ
と
や
撮
影
の
苦
労
話
な

ど
の
お
話
を
お
聞
き
で
き
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

クロユリ

アイヌ語 ハンタコﾙ

花弁をつぶして黒色に染める染料に

用いたといわれる。

お
詫
び

６
月
の
「
郷
土
研
通
信
」
が

発
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

６
月
例
会
の
様
子
等
を
今
月

号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

紙
面
の
関
係
で
「
む
か
し
む

か
し
写
真
館
」
は
８
月
号
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

〇
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

補
助
業
務

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
活
動
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
当
会
も
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

総
会
等
で
お
話
し
し
て
お
り
ま

す
が
、
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

主
な
作
業
は
、

・
町
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
に

関
す
る
調
査
研
究

・
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究

・
整
理
・
展
示
に
関
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。

作
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

〇
三
館
合
同
の
展
示
会

ふ
る
さ
と
歴
史
館
、
ア
イ
ヌ
民

族
資
料
館
、
大
鵬
記
念
館
の
三
館

が
所
蔵
す
る
資
料
を
屈
斜
路
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
６
月
１

日
か
ら
３
０
日
ま
で
展
示
さ
れ
、

ホ
テ
ル
利
用
者
が
観
覧
さ
れ
ま
し

た
。
展
示
資
料
に
つ
い
て
ふ
る
さ

と
歴
史
館
の
学
芸
員
が
解
説
し
ま

し
た
。

〇
ご
当
地
消
印
帳

釧
路
管
内

67
郵
便
局
の
各
郵

便
局
が
範
囲
と
す
る
地
域
の
歴

史
や
歴
史
的
建
造
物
、
名
所
な

ど
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

「
風
景
印
」
を
集
め
る
「
ご
当
地

消
印
帳
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
例
会
の

近
況
報
告

公
民
館
ふ
る
さ
と
講
座開

催

公
民
館
事
業
の
「
ふ
る
さ
と
講

座
」
を
左
記
の
案
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

第
１
回

令
和
８
年
９
月
25
日
（
金
）

演
題
「
原
野
の
詩
人更

科
源
藏
」

講
師

松
橋

秀
和
氏

講
座
の
概
要

熊
牛
原
野
に
生
ま
れ
、
青
年
時

代
を
弟
子
屈
で
過
ご
し
た
更
科
源

藏
は
、
多
く
の
詩
人
た
ち
と
交

流
を
も
ち
、
日
本
の
近
代
文
学

に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。
詩
人

の
感
性
を
育
ん
だ
「
て
し
か
が
」

の
歴
史
と
風
土
な
ど
を
語
る
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

「
風
景
印
」
を
集
め
な
が
ら
添

え
ら
れ
た
解
説
文
を
読
み
な
が

ら
地
域
の
歴
史
や
風
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
弟
子
屈
管
内
は
四

局
（
弟
子
屈
・
美
留
和
・
川
湯
・

屈
斜
路
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
ご
当
地
消
印
帳
」
は
管
内
郵

便
局
の
ほ
か
美
留
和
郵
便
局
に

て
、
一
冊
二
千
円
（
税
込
み
）

で
絶
賛
販
売
中
で
す
。
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６
月
の

勉

強

会

情
報
提
供

第
２
回

令
和
８
年
10
月

30
日
（
金
）

演
題
「
て
し
か
が
の
黎
明
期
」

講
師

松
橋

秀
和
氏

講
座
の
概
要

弟
子
屈
の
中
心
市
街
地
の
歴

史
を
語
る
建
物
の
一
つ
が
解
体

さ
れ
、
今
、
時
代
が
移
り
変
わ

る
瞬
間
を
迎
え
て
い
る
。
時
代

を
振
り
返
っ
て
、
今
を
見
つ
め
、

未
来
を
創
造
（
想
像
）
す
る
と

き
に
き
て
い
る
。

第
３
回

令
和
８
年
11
月

27
日
（
金
）

演
題
「
川
湯
温
泉
の
元
祖

浅
野
清
次
」

講
師

酒
井

盛
興
氏

講
座
の
概
要

７
月
の

勉

強

会

講
師
を
荻
野
峻
宏
会
員
で

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
歩
き
旅
」

と
題
し
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

荻
野
さ
ん
は
、
（
一
社
）
道

東
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
の
代
表
を

な
さ
れ
て
い
て
、
令
和
６
年
に

環
境
省
や
道
東

14
市
町
村
の
自

治
体
、
民
間
団
体
、
地
域
住
民

の
協
働
で
、
知
床
、
阿
寒
摩
周
、

釧
路
湿
原
の
国
立
公
園
を
結
ぶ

約
410
㎞
の
開
通
し
た
「
北
海
道

東
ト
レ
イ
ル
」
を
維
持
管
理
、

運
営
に
関
す
る
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

荻
野
さ
ん
は
、
今
年
３
月
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
ト
レ

イ
ル
（
自
然
歩
道
）
」
を
約
十
日

間
の
日
程
で

143
㎞
を
歩
い
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
荻
野
さ
ん
は
、

「
海
外
の
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
歩
く
文

化
が
根
付
い
て
い
る
国
で<

歩
く>

と
い
う
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
体
験
し
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
体
験
で
、
ト
レ
イ
ル

周
辺
の
自
然
に
は
必
要
最
低
限

の
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
、
ト

レ
イ
ル
を
管
理
し
て
い
る
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
専
門
的
な
知
識
と
権

弟
子
屈
町
公
式

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
好
評

最
新
版
の
「
弟
子
屈
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
の
「
て
し
か
が
歴
史
探

訪
」
で
「
中
心
市
街
地
ホ
テ
ル
解

体
が
始
ま
る
」
が
放
映
さ
れ
、
直

後
か
ら
視
聴
数
が
記
録
的
な
数
字

と
な
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知

り
、
「
北
海
道
東
ト
レ
イ
ル
」
や

道
東
の
自
然
を
活
か
す
た
め
に
は

「
理
想
の
未
来
を
描
き
な
が
ら
根

気
強
く
続
け
る
」
こ
と
で
あ
る
、

と
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
旅
で
あ
っ

た
と
こ
と
で
し
た
。

明
治
に
始
め
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ

の
硫
黄
の
採
掘
か
ら
和
人
に
よ

る
弟
子
屈
開
拓
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
川
湯
の
特
徴
的
な
温

泉
と
自
然
環
境
に
身
体
の
癒
し

を
求
め
る
湯
治
客
が
訪
れ
、
川

湯
温
泉
が
形
づ
く
ら
れ
る
。

講
演
時
間

18
：
30
～
20
：
00

会

場
弟
子
屈
町
公
民
館

研
修
室
も
し
く
は
講
堂

対

象
町
民
・
30
名
程
度

※
本
講
座
を
例
会
日
と
し
て
、

勉
強
会
を
兼
ね
ま
す
。

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
地
質
研
究

所
の
山
口
高
志
さ
ん
を
特
別
外

部
講
師
に
お
招
き
し
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
“
屈
斜

路
湖
の
魚
は
、
地
震
で
「
全
滅
」

し
た
の
か
？
”
と
題
し
、1

9
3
8

年
に
発
生
し
た
屈
斜
路
地
震
の

後
に
“
地
震
で
湖
の
水
が
急
に

酸
性
に
な
り
、
魚
が
全
部
死
ん

で
し
ま
っ
た
”
と
い
う
風
説
が

定
着
し
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で

あ
り
、
事
実
の
確
認
や
な
ぜ
間

違
い
が
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
な
ど
を
当
時
の
調
査
論
文
や

新
聞
資
料
、
時
代
背
景
を
紐
解

き
な
が
ら
丁
寧
に
解
説
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

（
安
藤
）

講
演
会

日

時
：
８
月

27
日
（
木
）

18
：
00
～
20
：
00

と
こ
ろ
：

川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師
：
南
山
大
学
教
授

大
八
木
英
夫
氏

興
味
深
い
演
題
で
す
！


